
  
町長発！

５
月
11
日
に
「
１
０
０
万
人
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
」
が
若
桜
駅
駅
舎
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
常
に
音

楽
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
年
間

１
０
０
万
人
に
音
楽
の
感
動
を
と
、
全

国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
演
奏
活
動

で
す
。
当
日
は
、
伊
藤
日
菜
子
さ
ん
の
バ

イ
オ
リ
ン
、
竹
内
麻
優
さ
ん
の
電
子
ピ
ア

ノ
に
よ
り
、
音
楽
の
世
界
旅
行
と
い
う
て

い
で
、ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
、ブ
ラ
ー
ム
ス
、モ
ー

ツ
ア
ル
ト
な
ど
の
楽
曲
と
、
最
後
は
日
本

の
お
ぼ
ろ
月
夜
な
ど
の
童
謡
が
情
感
豊

か
に
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
規
模
を
考
慮
し
、
学
園
生
へ
の

チ
ラ
シ
と
Ｉ
Ｐ
告
知
の
み
の
Ｐ
Ｒ
で
し
た

が
、
50
人
近
く
の
観
客
が
集
ま
り
ま
し

た
。
町
内
で
は
聴
く
機
会
の
少
な
い
ク

ラ
シ
ッ
ク
演
奏
で
す
が
、
説
明
を
交
え
、

奏
者
の
息
使
い
が
聞
こ
え
る
至
近
距
離

で
の
演
奏
で
、
会
場
は
一
体
感
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
共
催
の
カ
シ
オ
計

算
機
㈱
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
」に
よ
り
、

演
奏
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
刻
々
と
花
な
ど
の

映
像
に
変
換
さ
れ
、一
枚
の
絵
が
完
成
す

る
様
子
も
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
主
宰
す
る
財
団
の
代
表

理
事
蓑
田
秀
策
さ
ん
が
、
ご
夫
婦
で
来

町
さ
れ
ま
し
た
。
蓑
田
さ
ん
は
、
世
界

最
大
級
の
外
資
系
金
融
機
関
の
ト
ッ
プ

を
務
め
ら
れ
、
退
任
後
に
財
団
を
創
設

し
て
社
会
貢
献
活
動
を
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

蓑
田
さ
ん
が
社
会
人
と
な
っ
た
の
は

高
度
経
済
成
長
期
中
盤
の
１
９
７
０
年

代
。
当
時
は
国
を
挙
げ
て
豊
か
さ
を
追

求
し
、
同
時
に
個
人
主
義
が
入
っ
て
き
た

時
代
で
し
た
。
子
供
部
屋
を
与
え
ら
れ
、

ラ
ジ
オ
の
深
夜
放
送
を
聞
き
な
が
ら
受

験
勉
強
し
た
世
代
で
す
。
そ
し
て
、
経

済
の
絶
頂
期
を
経
験
し
た
後
、
90
年
代

初
頭
の
バ
ブ
ル
崩
壊
。
こ
れ
を
機
に
、
日

本
は
ど
ん
ど
ん
崩
れ
て
い
き
ま
す
。
個

人
の
孤
立
が
進
み
、
人
と
人
の
つ
な
が

り
が
希
薄
化
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
崩
壊
。

２
０
０
０
年
代
に
は
さ
ら
に
加
速
し
て
い

き
ま
す
。

「
貧
し
か
っ
た
、で
も
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
」
時
代
か
ら
「
豊
か
に
な
っ
た
、で
も

バ
ラ
バ
ラ
」の
時
代
へ
社
会
は
大
き
く
変

質
し
、
蓑
田
さ
ん
は
、「
私
達
は
国
の
造

り
方
を
間
違
え
た
」と
自
責
の
念
に
か
ら

れ
ま
す
。こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、「
音

楽
を
通
じ
て
人
と
人
と
が
緩
や
か
に
つ

な
が
る
社
会
」
を
造
ろ
う
と
財
団
を
創

設
さ
れ
た
の
で
す
。
最
近
で
は
、コ
ロ
ナ

禍
で
一
層
拡
大
し
た
格
差
問
題
に
心
を

痛
め
、
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
に
音

楽
鑑
賞
の
機
会
を
届
け
る
取
組
に
も
力

を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

蓑
田
さ
ん
が
指
摘
す
る
日
本
社
会
の
変

質
は
、少
子
化
を
は
じ
め
現
代
の
様
々
な

社
会
問
題
の
根
源
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
、蓑
田
さ
ん
の

思
い
に
深
く
共
感
し
、そ
の
活
動
に
未
来
へ

の
希
望
を
感
じ
ま
す
。
今
回
の
ご
縁
を
、

今
後
も
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　農地を耕作目的で売買等をする場合は、農地法第３条の規定により、あらかじめ許可を受けなけ
ればなりません。
　この許可がなければ、農地の売買を行っても所有権移転登記ができませんので、必ず許可申請
書を農業委員会に提出し、許可を受けましょう。
　ただし、次のような場合には許可することができません。

●農地取得後に継続的に耕作しない場合
●農地を他人に転貸したりして自ら耕作しない場合

　昨年４月１日付の農地法の改正で、下限面積要件がなくなったことに伴い、若桜町についても独
自で定めていた下限面積要件（20アール）を廃止しました。これにより、農業経営に意欲的な人であ
れば、農地の売買の申請をすることが可能になりました。
　各許認可等の申請の締め切りは毎月20日で、翌月の10日前後に開催される定例の農業委員会総
会で審議いたします。詳しくは、農業委員会までお問い合わせ下さい。

５月８日（水）に定例農業委員会総会を開催しました。

お問い合わせ
農業委員会事務局　
☎82-2236　IP ☎9-82-2238

報告事項
・公共工事の施工に伴う付帯施設設置に係る農地転用 ３件
・農地法第３条の３第１項の規定による届出 １件
審議事項
・利用権設定等申出 16件
・農地法第３条の規定による許可申請 １件
・非農地証明書申請 １件

には許可が必要です

農地の売買や貸借◉農業委員会からのお知らせ
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